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ヘミングウェイの描く人生がアルフレッド・ ケイジンの述べた如く「永遠の戦時下にあるJ ζ とは，

衆知の乙とである。 今世紀の戦争体験を出発点として，死と暴虐に支配されて晴ぐ人間の状況とその絶

望と虚無感を非情な文体で描ききり，スタイン女史の命名による「失われた世代」を代表する存在とし

て登場し，やがては死と常に背中合わせに生きる「闘牛士Jにその状況からの脱却を追求したへミング

ウェイであってみれば， f:暴虐と死」が彼の根本的テーマであると考えて支障はあるまい。当然ながら

彼の文学の世界は，短編集の一つがMen W ithout W omenという表題を持つことからも示される如

く，非常に男性的である。しかし，同時に彼の作品は女性無しでは存在し得ない。彼が女性に対して肯

定と否定のいずれの感情を示すにせよ，女性は彼の作品において不可欠な役割を呆たしている。InOur 

Timeのニ・ソクの母親，The Sun AIso Rises のブレット， A Farewell to Arms のキャサ

リン TheShort Hαppy Life of Frαncis Mαcomber のマーコ‘ッ 卜， The Snows of 

Kilimαnjαro のへレン，For Whom the Bell Tolls のマ リア，Across the River and 

into the Trees のレナータ等，数えあげれば限りない印象的な女性達が浮かんでくる。また，現実

の女性が登場しない TheOld Man and the Seα では，人間以上に女性を感じさせるような淘

“la mar"が物語の舞台として重要な役割を果たしているのである。従って彼の描く女性像を考察する

乙とは， 彼の文学を理解する上で重要な鍵になると思われる。

女性lζ対するヘミングウェイの視点は， 非常に単純で断定的なものに見える。ジョン・キリンガーは，

ヘミ ングウ ェイが男性の人生を複雑にする程度に応じて女性を善女と悪女に分けた，と言う。そして，善

女は“ thosewho are simple ，who participate in relationships with the heroes 

and yet leave the heroes as free as possible "， 悪女というのは ..those who are demand-

ing， who constrict the liberty of the heroes， who attempt to possess them，，121であると

言う。彼は善女の例として， ニック・アダムズ物語の小さなインディアン娘，ハリ ー ・モーガンの妻，キ

ャサ リン，マリア，レナータを，悪女の例として，ニック物語のマージョリー，マコ ーで一夫人(マー

ゴット)， The Fifth Columnのドロシーを挙げている。ヘミングウェイの女性像を乙のように二分

することは確かに可能であろう。 乙の小論においては，ヘミングウェイの文学の出発点であり，その主

人公達の体験の軸でもある第 i次大戦を中心として， 基本的にはキリ ンガーの分類によるへミ ングウ ェ

イ的善女と悪女を考察してみたい。なぜなら，第 l章において善女の原型とも言えるキャサリンを，第
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H章で“Soldier'sHome"のクレプスの母親をとりあげる乙とによって，へミングウェイ文学の核であ

る戦争体験の中に女性が知何なる位置づけをなされ，如何なる感受性をもって受けとめられたかを知る

ことができ，それが彼の文学における女性の役割を理解する上での一助となることを期待するからであ

る。

第 I 章

「もし人々が乙の世界に多大の勇気をもち ζめば，世界はそういう人達を痛めつけるために殺さなけ

ればならず，だからもちろん彼らは殺されてしまう。世界はすべての人聞を痛めつけるが，後には多く

の人がその痛めつけられた場所で，かえって強くなる乙ともある。しかし，どうしても痛めつけられな

い人聞は，世界が殺してしまう。世界はとても善良な者，とても柔和な者，とても勇敢な者をわけへだ

てなく殺すのだ。人間，そのどれにも属さなくとも，世界がそのうち殺してしまう乙とは確かで，ただ

(31 ー
その場合，特に急ぎはしないという違いはある。」 滝川冗男氏は，へンリ ーのキャサリンに対する愛は，

彼のこの虚無的な人生観のもとでなお生きる目的を求め，自己存在を主張しようとする努力であり，人

生の暴虐に対する l抵抗」の一つであったと述べている 。そしてその愛は，憲兵に捕えられる無意味な

死を逃れ，軍隊を脱走し，キャサリンと共に湖水を漕ぎ渡ってスイスへと辿りつく力を彼iζ与えること
(41 

によって，その時点までは「暴虐で残酷で不公平な人生に打ち勝ったとみなければならないJ と言う。

二人の愛をこのように人生に対する 「抵抗Jとして受けとめれば，彼が彼女に求めたものは， 人生との
(51 

闘いにおいて「自分と協同態勢をとって，共に人生を耐え忍ぶ分身」 ということになる。

確かに乙の作品は，へンリーが気付かぬ内に「暴虐で残酷で不公平な人生」 が用意した二重の畏一一
(61 

フィ リップ ・ヤングの指摘の如く 「生物学的な畏Jと「社会的な畏」 ーーにかけられており，前半で

は「社会的な畏」を認識した彼がキャサリンとの愛を 「抵抗」の拠点としてそれから脱出するまでを，

後半ではその人生との闘いも最終的に彼女の死という「生物学的な畏」によって敗北に終わるまでを描

いていると言えよう。乙の脱出不可能な「生物学的な民Jにかかって彼女は殺され，彼は孤独と絶望の

内にとり残される乙とによって， I抵抗Jとしての愛はもろくも挫折する。(乙の 「畏」という言葉は，

彼が彼女から妊娠を打ち明け られた時 「いつだって畏にかかった感じがするもんだよ，生物学的は意

味でJ(71という使い方をして彼女を怒らせるのだが，大きな余韻をもって上述の如く この作品を覆って

いるように思われる)

しかしながら，彼女は初めから彼と共に人生を耐え忍ぶ「分身」として登場するわけでは決してない。

出会いのころへンリ ーは，二人の関係を単なる 「ゲームJ(81としか考えていなかった。二人の恋は，決

して滝川氏の述べる如く 「次第に真剣な愛にたかまってJ(日)いったのではなく，彼が負傷後ミラノの病

院で彼女と再会するや否や一挙に変質した。少なくともへンリー自身にはそう感じられたのである。 rど
(1日

うも解らない。 彼女と恋に落ちるなんて自分では思ってもみないことだった。J では，彼の心にこの予

期せぬ転換をもたら し， rゲーム」 を 「入注への抵抗Jとなる真剣な恋愛へと変質させたものは何であ
ろうか。乙の問いに対する解答は，この時点の前後における彼の内面的変化を考察する ζ とによって与
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えられるであろうし，その考察によって我々は彼らの愛の 「抵抗Jとしての本質をより深く理解するこ

とができるであろう。

負傷以前のへンリーに際立った特徴は，自分が参加している ζの戦争に対する非現実感と主体性の欠

如であろう。前者については，自分は戦死なんかしない .Iこんなのは自分とは何の関係、もあり つ乙な

いのだ。映画の中の戦争ほどにも，僕自身にとって危険とは思われはし、Jl1l1という彼の非現実感は，

第一節をしめくくる 「しかし，コレラは喰いとめられ，結局， 軍隊で乙れにかかって死んだのは，わず

か七千名にすぎなかった」ωという非情な文体で表現された悲惨な現実と強烈な対照をなす。一方，彼

の主体性の欠如は，自分の入隊の理由を明確に説明できない点や戦友達との会食の描与に，また休暇に

彼が本当は行きたかったアフ〉レッツィに行かず，戦友達の勧めるままに都会にでかけて感覚的な快

楽に身を任すととだけに時を費やしたことにも明らかである。彼は，戦友達が望む通りの単純な人間一一

酒を飲む乙と， 食べること，眠ること，そして性的快楽の好きなーーのように振舞っている。彼は，行

動の基準を無意識の内に周囲の人々，あるいはそれに代表される社会に置いた生活， I数のーっとなっ

て群集の中に混じり，自己自身を忘却喪失してしまう生活JI131を送っている。 ζの時点の彼は， I自己

自身の何であるかを問うととを忘れ，自己自身であろうとする努力をしないで」軍隊における 「日常生

活に埋没している人々JI1引の一人に過ぎない。このような内面的状況を精神的な死と呼ぶ乙とも可能で

あろう。

その彼が「社会的な畏Jを認識し，主体性K目覚める過程は，いくつかのエピソー ドによって語られ

る。まず，休暇から戻ってみると自分の不在によって軍隊の機能が何の支障もきたさなかったという事

実に彼は一味の虚しさを覚える。軍隊が必要としているのは彼自身ではなく，だれでもかまわなかった

のである。彼は，現代人が「平均化された数の一つ，大衆の中の一員として集団の中に埋没し……だれ

11日
とでも，極言すれば何とでも取りかえられる単位とならされつつある」 乙とをかすかに認識したので

ある。キャサリンは，この個々人と しての人間存在の無意味さに既に気付いていた。というのは，恋人

が負傷して自分の勤める病院に運び込まれる乙とを夢みていた彼女のロマンティックな期待を無惨に裏

切って，その恋人は粉々にふきとばされて戦死したからである。現代において，人は名誉ある戦死など

できず，ただ突然，不条理に殺されるに過ぎない。へン リーの空虚感は，前戦に出なくてもすむように

故意に脱腸帯を落と した兵士によって更に強められる。彼を助けようとするへンリーの努力も虚しく ，

彼は前線に送られ，その個人的抵抗は無駄に終わった。更に，戦争の不条理で残酷な実体は， 攻撃しな

かったためにー列に並ばされ，十人目毎に銃殺された兵士達の話によってより生々しく呈示される。 人

聞が自分自身のために始めた戦争が，いまや人聞を機械的に殺してしまう乙とさえあり得るというのだ。

それでもなおへン リーは闘う意味を信じようとし， 戦争ほど悪いものはないという部下の言葉に，敗戦

はもっと悪いと答える。そのような対話の後，彼は負傷するのである。

ニック・アダムズ，The Sun Also Risesのジェイ ク， Across the River and into the 

Treesのキャ ントウェ Jレ大佐等，へミングウェイの主人公達によって同様の戦傷体験が乙れほど繰り返

されることからも作者自身の長初の戦傷体験のもつ意味の深さが推測できょう。作者が名状しがたい恐

怖感を味わったことは，後に“Now1 Lay Me"や“'Away Youll Never Be"に描かれるが，そのよ

うな強烈な肉体的精神的苦痛がへンリーに一種の覚睡をもたらした乙ともまた事実であろう。死の恐怖
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に圧倒され，その支配力lζ翻ろうされる無力な自己存在を垣間見た彼は，一瞬の内にそれまでの一連の

エピソード一一粉々にふきとばされたキャサリンの前の恋人，脱腸の兵士，十人目毎に機械的に銃殺さ

れた兵士達の話一ーをついに自分自身のものとして実感するに至った乙とであろう。彼は圧倒的な死の

支配力に直面し，いわば「現実」に突き落とされ，そこに戦争の実体を見，それ以前の「非現実感」は

吹きとばされ，今や自分の置かれている状況を，即ち「社会的な畏」にかかって身動きのとれない無力

な自己存在を明確に認識し得たに違いない。

加藤宗幸氏は，ヘミングウェイ的主人公達が生命の危機に臨んで直面した境地を実存主義のいわゆる

印艮界状況」と捉え，その瞬間に彼は， I自己を含めた世界の一切がその存在の意義や目的を失って」

いき， I事物化し無化し去ろうとしている自分自身を知りJ，I人聞はなんらの理由もなしに乙の人間喪

失の世界に投げ出されていることを知り，だれも白己に代わって生存を決定してくれるものはない」と

いうことを知るのだと言う。従って，その一瞬が彼に「自己自身は自己が引き受けねばならず，人聞は

みずからつくるところのものより以外の何ものでもないという自覚」を持たせ， I完全な主体性の回復

を志向させ，絶望のかなたの自由の境地へ進み出させ，主体的生存の出発点に立たせる」 ζ とになるの

である。(1印とすれば，乙の「限界状況」は，精神的な死から新たな生への転換をもたらす覚睡の一瞬で

あるとも言えよう。いわばへンリーは， I限界状況」に突き落とされてそれ以前の群集の中に自己自身

を忘却喪失した客体としての生存から主体的生存へと進み出たのである。その匡接的な結果が既に述べ

たキャサリンに対する彼の感情の急激な変化であり， Iゲーム」から真剣な純愛への神秘的な変質は，

当事者へンリーの乙のような内面的変化の表われであったのだ。従って，彼女に対する愛は，彼にとっ

て「完全な主体性の回復Jをめざす営みであり， I事物化し無化し去ろうとする」自己に彼がみずから

与えた存在意義であり，精神的な生を獲得しようとする試みなのである。同時にそれは，対外的には既

に述べた如く 「抵抗」として捉えるととができる。そして，その 「抵抗」の対象，即ち彼の意識が捉え

た当面の敵一一「人聞の主体性を奪い，人聞を客体化し，人聞を道具存在，事物存在へと追いやる人間

疎外の原理を体したものJ(l7) ，いわば精神の死をもたらすものーーは，戦争という「社会的な毘jの内

包する不条理で残酷な死の支配力であり，ひいては社会そのものであった。が，より本質的には， I限

界状況」が彼lζ認識させた，それ以前の彼の「数のーっとなって群集の中に混じり，自己自身を忘却喪

失してしまう」主体性の欠如した生存，却ち精神的な死であったと言えよう。

しかし，乙の時点では「栄光，名誉，勇気あるいは神聖といった抽象名詞は，村の名，道路の番号，
(1日

河川の名，連隊の番号，日付けはどの具体名詞と並べると，いかにも複雑はのだ。」という旧来の抽象

的価値の否定にも表われる彼の「抵抗jは， r社会的は毘」にかけられた自分自身を認識した上で，依然と
日明

してその中での心理的な「単独講和」 にとどまっている。彼の 「抵抗」がその畏をはねのけるのは，

カポレットの返却の無秩序な混乱に乙の畏の究極的な不条理性を認識した時である。部下のアイモは敵

と誤解されて殺され，彼自身は，自分の部隊を離れたという理由で無意味に将行達を銃殺している野戦

憲兵にドイツ人スパイと間違えられて殺されようとする。既に彼が捨て去った正義や秩序などの抽象的

な価値の名のもとに無意味に人聞を殺していく軍隊を見，自分もまた不条理に殺されようとした時，彼

はそれに対する忠誠心や義務感を失い，軍隊を捨ててキャサリンとの愛の世界に脱出するのである。 ζ

の時点で，彼の「主体的生存」が 「社会的な畏Jの中では不可能であり，その毘を脱出し，それのもた
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らす不条理な死の支配力から逃れ，その畏をはった社会そのものを否定する ζとによってのみ可能であ

ることを彼は知ったのだ。彼は軍隊から脱走する乙とによって，肉体的な死と同時に精神的な死からも

脱出したと言えよう。

それでは， 乙の愛は最終的lζ彼に「主体的生存」を実現させ，精神的な生を獲得させる乙とができた

のであろうか。 ζの聞いに答えるべく， 二人の愛の実体を考察してみよう。キリ ンガーは，彼に対する

キャサリンの愛を“ the ideal love of a woman for a man --a love in which she 

loses her being but has it in the being of her man"仰と呼び，石ー部氏は「男性奉仕

の原始的愛情」白11と定義している。 rあたし，あなたの望んでいらっしゃることを言うわ，そして，あ
なたの望んでいらっしゃる ζ とをするわJ rあたし，あなたのしたいことがしたいのよ。もうあたしな
んてものは，何にもありゃしないの。あなたのしたがってる乙とだけしかないの」ωζのような彼女の

言葉からは，確かに二人の指摘するようなへンリーに対する没我的な愛情が読みとれる。また， カーロ

ス・ベイカーが述べる如く，彼女は“home"と山地のイメージに結びついている。彼の入院先の病室，

彼が前線に復帰する前に立ち寄ったホテルの一室，そして脱走後に再会した時に共に眠ったベッドなど，

彼女の居る場所はすべて彼にとって“home" に変わる。"Because she can make a ‘home' 

of any room she occupies ……Catherine naturally moves into association with 

ideas of home， love， and happiness "仰というベイカーの言葉の通り，作者は彼女に外界一一

「社会的な畏」のもたらす死と暴虐ーーからへン リーを守る隠れ家である“ home"を象徴させようと

している。そして，その“Home-concept "は， r山地に結びついて，山と乾いた空気と平和と平
静，それから愛情，健康……」ωに結びつき，脱走後の彼の前に彼女は r..・...r山地の女神』と して現

われ，スイスへの逃避をへンリ ーに勧め，彼をスイスの『山地』へ招くのだ」聞と石氏は述べる。

しかし同時IC，乙の“Home-concept"の否定的な面，即ち彼を外界の敵から守ると同時に外界か

ら遮断し，閉じ込めるというイメ ージを無視することはできない。病院のベッドの上で彼が彼女の長く

豊かな髪をほどき，垂れ下がった髪の中に二人とも入ってしまい， rちょうどテントの中か滝の後にで
もいるような気分になる」聞という描写，脱走の後，彼女の居るミラノまで彼女のことを思いながら狭

い貸車に潜り込んで運ばれる場面などは，そのような否定的なイメージを持っている。また更に，彼女

が彼を主体性のない幼児のように扱うのを見ると，我々はζの“Home-concept" Iζ[母胎」のイメー

ジを重ね合わせたくなるのである。ミラノの病院で彼女は言う。 I体温はとてもすばらしいし，まるで

ちっちゃな坊やみたいに，枕をかかえて，それをあたしだと思ってねんねするんですものね。」間二人の

愛が真剣な純愛へと変質した後，彼らの関係の原点は患者と看護婦のそれであり，彼女は彼を一方的に

世話し，彼は彼女に依存している。脱走後は，彼に 「今は，もし君が一緒に居てくれなけりゃ，僕はこ

の世でする乙とが何一つ無いんだからね」仰と言わせる状態であり，スイスへの脱走も絶望にかられて

虚無的に死を受け入れようとする彼をせきたてるようにして彼女が実現させたのである。従って，主観

的には作者の意図に沿って「男性奉仕の原始的愛情」の具現者である彼女も，客観的にはむしろ彼に対

して主導権を握り，彼の精神的肉体的な傷をいやす母親のイメ ージをもっ結果となっているのではある

まいか。彼が「社会的な畏Jに捕えられた無力な自己存在を認識し，抽象的な価値基準は崩壊し， 自己

の「主体的生存」を実現させるために社会全体を拒絶せざるを得なかったことによって精神的にも肉体
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的にも深く傷ついた時，r母胎退行」 の対象と して彼女に憩いを求めたことは不思議ではない。

ユングによれば，心理学的に見ると，現代人が自分を取り巻く状況を打開する道を見出せぬが故に自

然や故郷や自分の過去にあこがれやノノレスタルジーを抱く時，彼が通過する精神的再生のi酎呈は“the

"ω Ionging to attain rebirth through a return to the womb を前提とし，そのような

精神的再生の過程の象徴は， r太陽神話」側の中に「夜の旅」旧11として見出されると言う。

Every morning a divine hero is borne from the sea and mounts 
the chariot of the sun. In the West a Great Mother awaits him， 
and he is devoured by her in the evening. In the belly of a 
dragon he traverses the depths of the midnight sea. After 
frightful combat with the surpent of night he is born again in 
the morning.1321 

とすれば，キャサ リンは，へンリーの精神的再生過程における第一段階であるところの 「偉大なる母」

のf婚tlを果たしていると言えよう。

乙乙で注目すべき問題は，へン リーの再生の実体がキャサリ ンへの「母胎退行」の域を出ない乙 とであ

る。彼女の創り出す「母胎j Iζ復帰した後，暗い「母胎」 の中で平和な眠りをむさぼっている胎児のよ

うな彼の姿が描かれている。 r，僕はだめなんだ。君が居てくれなけりゃ，もうまるで生活という ものが
ないんだ」ωと彼は言う。彼女が顎髭をはやすよ うに勧めると円、い恩いつきだ。 これで僕にも仕事が

できたわけだJ倒 と答える。彼の心理状態は， 主観的には愛lζ満たされながら，客観的には脱走以前に

戦友達との一体感の中に自分を見失っていた乙ろのものと非常に似通っている。即ち，彼の 「社会的な

畏Jへの 「抵抗Jであり， r主体性の回復」であり，精神的な生を獲得しようとする試みであったはず
の彼女への愛が，スイスでの平和な生活において彼にとづて新しい精神的な死をもたらす支配力とな っ

てしまっているのである。 彼の 「夜の旅jにおいて，“home"即ち「偉大江る母」の 「母胎」 の快適

さに主体性を魔療させられたまま ，彼はそ乙から一歩も前進できない。我々は，ユングのいわゆる「母

胎退行Jの欲求lζフロムの説による一面のある乙 とを想起すべきであろう。エー リァ ヒ・ フロムによれ

ば， 大人は人生の危険と負担について幼児以上の自覚をもっているため，無力な幼児が母親に対して多

大の愛情と世話を求めるのと同様は熱意をもって確実性と防衛と愛情を与えてくれる力を求めるという。

こう して人は，生まれた瞬間から子宮の暗闇へ退行しようとする傾向をもっというのである。悶乙れは，

まさにへンリーの心理状態を適確に説明 していると言えよう。そのよう は状態が続いて彼女が彼の 「主

体的生存」を求める再生を失敗に導いてしまうのか， あるいは新しい心理的段階が二人の聞に聞けて彼

の再生が成功 し得るのかは，彼女が死んでしまう原作からは読みとれはい。

ともあれ，原作においてはキャサ リンはへンリ ーを再生に導く乙とはできなかった。彼は，いったん

は 「社会的な毘」のもたらす精神的な死を脱出する乙とはできたが，愛の結果である彼女の死に直面し

て結局は再生の舞台を失ってしまうのである。彼女の死によって彼は，二人の“home"を失い， 精神
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的な死から逃れてその懐にとびこんだと乙ろの「偉大なる母Jも人生の内包する「生物学的な毘」に対

して無力である乙とを思い知らされる。彼の「夜の旅」の舞台となるべき「母胎」たる彼女を失って，

彼は精神的再生の途中で再び「暴虐で残酷で不公平は人生jの真只中に放り出されたのである。死産に

終わった彼らの赤ん坊は，キャサリンという「母胎Jから精神的に再生する前の状態で投げ出されたも

同然のへンリー自身を象徴しているとも言えよう。なまみの女性によって創りだされる“ home"は，

一つにはその有限の肉体に立脚しているが故に一時的はものに過ぎないのである。これら二つの事実，

即ち彼女の肉体の有限性によって彼が再生途中で放り出されたこと，そして仮に生きはがらえたとして

も二人の意志とは無関係に，彼女は彼にとって「社会的な畏」に代わる新たな精神的支配力となって彼

の主体性を奪い，精神的な死を招くととがあり得るという乙とによって，彼の精神的再生の舞台として

の彼女の役割は挫折するのである。

以上，キャサリンの役割をへンリーの意識面から捉えれば，人生に対する「抵抗」としての愛を共に

創造する「分身Jであり，精神的な死から脱出する原動力ともなる存在であるが，無意識的には精神的

再生過程の第一段階としての「母胎退行」の対象たる「偉大なる母」であること，また彼女の死によっ

て， i分身」としての役割も精神的再生の舞台としての役割も果たされなかったという乙とを見てきた。

同時に，二人の健康な肉体が維持できたとしても一一即ち， i生物学的な畏Jから自由であったとして

も一一精神的な死を彼にもたらす可能性があるということは，恋愛の内に潜む新たな「畏」として認識

しなければならないであろう。

第 E 章

前章で，心理的視点から見ると，互いに愛し合っている男女の間でも，女性が男性の「主体的生存J

の実現を阻止し，彼に精神的な死をもたらす新たな支配力となる可能性を「恋愛の畏」として指摘した。

それでは，戦争体験を中心にして，主人公に精神的な死をもたらす女性像をもう一人とりあげてみたい。

アメリカ版 InOur Timeの中の短編“ Soldier's Home"の主人公クレブスの母親である。

遅過ぎた帰還のゆえに自分の置かれた状況と自分自身との聞に大きなギャップを感じて苦悩するクレ

ブスは，加藤氏の指摘の知く，へンリーの戦後の姿であるし，作者のそれにも重なるであろう。彼は最

初，戦争のことを話したがらなかったが，後には「ともかく話を聞いてもらうためには嘘をつかねばな

らないことに気付き」句その結集自分の体験に嫌悪感をもつようになる。

A distaste for everything that had happened to him in the war 
set in because of the lies he has told. All of the times， that had 
been able to make him feel cool αnd clear inside himself when 
he thought of them; the times so long back when he had done 
the one thing， the only thing for a man to do， easily and 
naturally， when he might have done something else， now lost 
their cool， valuable quality and then were lost themselves.1371 

(italics not in the original J 
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乙のようにして，彼が 「男の為すべき唯一の乙と」 をしていた日々は，二重の意味で失われてしまう。

嘘をつく 乙とによってかくも貴重な自分の体験を事実と違うものにしてしまった上に，その嘘をつく と

いう行為自体が閣の為すべき唯一の ことJに反するからである。彼と彼の故郷の生活との聞に横たわる

ギャップは，彼が戦争において見出した真実と故郷での日常生活に潜む虚偽との聞のギャップである ζ

とが判明するのである。では，彼の日常生活に潜む虚偽の実体とは何であろうか。昌頭に出てくる二枚

の写真を見てみる と， 戦場にでかける前とその後の彼の変化が描かれている。

Krebs went to the war from a Methodist co11age in Kansas. 
There is a picture which shows him among his fraternity 
brothers， a11 of them wearing exactly the same height and style 
co11ar. 

There is a picture which shows him on the Rhine with two 
German girls and another corporal. Krebs and the corporal 
look too big for their uniforms.I381 

最初の写真の 「高さも型も全く 同じ襟Jは，クレブスが他の学生達との一体感の内に真の自分自身を

見失っていた乙とを示す。彼は，恐らく，その「襟」の象徴する抽象的価値観に何の疑問も抱かず，そ

れにふさわしい行動をとる乙とを当然とし，無意識の内に人聞を客体化する 「社会的な長む に捕えられ

ていたに違いない。一方，戦場では，彼は制服より体が大きすぎて制服は窮屈なのだ。 この乙とは，彼

が軍服に象徴される支配力を超脱している 乙とを暗示する。帰郷後，彼は日常生活の中に，出征前は気

づきもしなかった 「社会的な民」を見出 したのである。そ して，それが彼の意芯に反して彼l乙嘘をつか

せるのである。

では，クレブスが戦闘の中で見出した真実とは何であろうか。何が彼に 「心の内が冷たく透き通るよ

うに感じさせ」たのか。乙の点については，次の 7章のスケッチが重要な手掛かりとなるであろう。

While the bombardment was knocking the trench to pieces 
at Fossalta， he lay very flat and sweated and prayed，“Oh， Jesus 
Christ get me out of here. .. 1 believe in you and I'11 te11 every-
body in the world that you are the only thing that matters. 
Please， please， dear Jesus." . .. The next night back at Mestre 
he did not te11 the girl he went upstairs with at the Villa Rossa 
about Jesus. And he never told anybody.倒
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死がこの兵士を襲った時，彼は我を忘れて神に祈った。しかし，それは彼が本当にキリス卜を信じて

いたからではなし、。それほど真剣に彼を祈らせたのは，死の恐怖以外の何ものでもなかった。 人聞には

抵抗しがたい暴虐の死の圧倒的な力は，彼をそれまで知らなかった自分自身の無力な姿に直面させたの

である。乙れは第I章で考察したへンリーの負傷の体験に通じるものであり，クレフ。スもまた彼同様に

人聞の存在が「社会的な畏J，ζ支配される無力な存在に過ぎないこと， 群集の中lζ自己を喪失していた
客体と しての生存から主体性の回復を志向して精神的な生を獲得せねば自己は無に終わるという ζ とを

↑吾ったに違いない。だれにも乙の体験を話さず一人でその自覚の重みに耐えている姿が，最後の一行に

暗示されている。では，一体何がクレブスの乙のような体験を 「心の内が冷たく透き通るように感じさ

せる」貴重なものに変えたのであろうか。 へンリーは恋愛にすべてをかける乙とによって虚無感から脱し，

主体性を回復したが，クレブスの場合はどうであろう か。 I彼はりっぱな兵士だった。そ う気づく こ

とは重要なことだったJi'仰というからには，彼にとって「為すべき唯一のこと」とは，死lζ対する絶望

的な恐怖感にも拘らず闘い続けることであったに違いない。従って，彼が虚無感から逃れた経過は，次

のように説明されよう。戦闘中，不条理な死が彼を脅かした時，彼は，人聞が不条理な死の支配下にあ

り，個人の存在は究極的には無に過ぎない， という乙とを悟った。が，戦闘の経験を積むにつれて，彼

は心理的にきたえられ，ハードボイノレドな精神を獲得した結果，神κ祈る代わりに死の恐怖に耐えて闘

い続けたに違いない。彼は 「男の為すべき唯一のこと」に身を捧げる乙とによって，自己存在にみずか

ら意味を与えようとする。クレブスにとって戦場で死の支配力に打ち勝ち，自分の義務を果たし続ける

乙とが，即ち「主体的生存」 の実現であったのだ。

しかしながら，帰郷したクレブスは戦線で抵抗した「社会的な畏」 を故郷の日常生活の中に見出すの

である。日常における精神の支配力は，保守的な道徳律，習慣，常識，宗教といった形をと って人聞を

従わせ，個人の存在を虚偽に満ちた無意味なものとし，その虚偽に対してクレブスは嫌悪感を感じるの

である。彼は， ヘン リーと同様に，これらの抽象的な価値がそれ自体無意味なばかりか，人聞に精神的

な死をもたらす支配力でもあることを知っている。しかも，見逃がせないのは，彼がその支配力を自分

の母親の中にも見出す点である。彼の母親は，息子に何が起こったのか全然理解できない。彼女は，彼

に適当な職につき，結婚し，社会の習慣や道徳律に従って生活して欲しいと思う。その上，彼女は彼を

神に祈らせようとする。要するに，彼女は，彼が戦場での体験によって獲得した人生の実体を忘れ去り，

日常の中で精神的に死んでく れることを望んでいると言えよう。ク レブスは，r社会的な畏」 の支配力

が母性愛という仮面をかぶって現われた乙とに気づく。

“Don't you love your mother， dear boy?" 
“No;' Krebs said. 
His mother looked at him across the table. Her eyes were 
shiny. She started crying. 
“1 don't love anybody;' Krebs said. 
It wasn't any good. He couldn't tell her， he couldn't make 
her see it.(4l1 
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人聞は，不条理な死lζ支配されており，人間存在も，その生死もすべて遇然なのである。自分の存在

に意味を与えるものは，自分自身を肉体的にも精神的にも殺そうとする支配力に対する 「抵抗Jしかな

い。従って，親子の粋も遇然という意味以上のものは持たず，既成の母性愛という概念は，もはや彼の

気持ちを動かすことはできないのである。 しかし，彼はだれをも傷つけたくないのであきらめて彼女に

従う。

“1 didn't mean it;' he said.“1 was just angry at something. 
1 didn't mean 1 didn't love you." . . . 
“All right;' his mother said chokily. She looked up at him. 
“1 believe you， Harold." 

“I'm your mother，" she said. “1 held you next to my heart 
when you were a tiny baby." 
Krebs felt sick and vaguely nauseated.1421 

彼を「小さな赤ん坊」に退行させようとする母性愛の仮面をかぶった支配力は，彼に吐き気を催させ

る。それは，彼やへンリーやスケッチやの兵士を脅かした死の支配力と同様に， 彼を精神的Iζ殺そうと

する一種の力である。クレブスの母親は，彼の「主体的生存Jの実現を阻止し，真の自分自身たろうと

する彼を支配し，社会の因襲の中lζ彼を再び組み込もうとする「社会的は畏jの象徴はのである。しかし，

母親と彼女の圧倒的な支配力のもとに置かれた 「小さな赤ん坊」の関係とい うパターンは，第一ベ章で考

察したへン リーとキャサリンの場合とは対照的に，乙乙では明らかに強い反発をもって描き出されてい

る。

以上のように，我々は第一次大戦をテーマとした初期のへミングウェイにおいて，女性は母性と密接な

結びつきををも って描かれ，肯定的には主人公を死の支配力から救い出し，その傷をいやす母親として，ま

た否定的には彼の 「主体的生存jの実現を阻止して精神的な死をもたらす支配力の象徴として登場する

という結論に達 した。しかし，作者の肯定的，否定的取扱いにかかわらず，客観的には母性は精神的な

死をもたらす可能性を宿していると言えるのである。
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